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2024.5.20(月)西城自治振興区だより
Vol.143

TEL/FAX:0824-82-2175

e-mail:saijyo.jichi@gmail.com

広島県庄原市西城町大佐734〶729-5722  

✽こちらから

お入りください

西城町観光協会とタイアップした

情報サイトです

地域の情報などを発信します

ヒバゴンのまち

西城町

自然豊かな広島

県庄原市西城町

の様々な情報を

お届けします♫

西城まちづくり便

ヒバゴンの町西城

西城まちづくり便

1. 全体計画自体がはっきりと「部としての目標設定」をとらえにくく、「部制」の協議と活動とのつながりも見え

にくくなっていることも大きな遠因にもなっていたのではないかと考えました。それまでは、「家庭教育・ 家庭

生活、 現代的課題解決、 体育、 一般教養、 知識技能を身につける、生涯学習の成果発表 、委託事業、

施設管理」という項目に、それぞれの各事業をつないだ全体計画の枠組みになっていました。そこで、 目標

自体を大きく組み直して再編成して、各部ごとに活動方針及び活動計画を立てて、そのもとに予算を計上し

ました。

2. 14の自治会から環境福祉部・地域振興部に委員を出していただいて各部を構成し、それぞれに部長 ・

副部長を決めて、「部会」としての協議 、取り組みを始めました。 （総務広報部は、自治会長による構成） そ

して、 会長 ・副会長三名を、「総務広報部・ 環境福祉部・地域振興部」の「各世話人」として位置づけました。

また、内部会議のすべてに会長 ・副会長・ 事務局長はそろって出席し、さらに、外部との協議にも三役そ

ろって出席することで、「正確な調整と濃密な意識統一」を図ってきました。

3. 各部の活動が定着し、振興区・自治会役員の全体の取り組みになりました。

〇総務広報部は、「地域の防災力」～ 各自治会ごとに地区防災計画をつくり、人命への被害を防ぐ。

〇 環境福祉部は、「地域の福祉力」～各自治会で小地域サロン・ 集まりの場を増やしていく。

〇 地域振興部は、「地域の元気力」～先ずは振興区ではじめながら、次第に各自治会においても ド

ローン を 、世代間交流をはかる地域スポーツとしての普及に努めて、 地域活性化につなげる。

〇 生涯学習部は、以前と同様。 各教室の代表による独立した運営を基軸にすすめられています。

おかげさまで、丸1年を迎えます!!

～大きい課題は、「部制の仕組み」の運用でした

そのために、各部ごとに目標を立て直して、

活動方針・計画を再編成しました！

風薫る五月、遠くから甲高い、ホトトギスの鳴き声も聞かれる季節になりました。

自治振興区の執行体制については 6年前に大きな改革がなされました。 それは全地域からの有志によ

る構成の「プロジェクト 制」を廃止し、14 の自治会から、 それぞれに選考された委員による「部制」とする改

変でした 。その改革の趣旨は、振興区のプロジェクトでの協議や、やりとりが見えてこない 、伝えられてい

ない。自治振興区と各自治会の活動とが、もっと力強くつながることがいるのではないかとの声が上がった

ことでした。（形の上では プロジェクトでの協議を、執行部・ 事務局は 統括して執行していくことには成っ

ていたはずなのですが。）

とすれば 、住民自治の組織的活動としては致命的 ともいえる事態でした。 その後も、組織上の改変は

なされたものの、コロナ禍が大きく手伝って、「部制に基づく運用」がすすまず、 空白を余儀なくされました。

そこで、新執行部としては、心新たに「部制に基づく運用」を軌道にのせることに傾注しました。

こうして、テーマ「安心安全なまちづくり」のための「部制」による執行体制は整いました。 主要な取り組み

については、このように各部で取り組みますが、その他の広範な多岐にわたるものは、役員会、執行部・

事務局が率先して行っていきます。 念ずれば花ひらくと言います。 この組織改革が花咲いていくことを

願っています。 西城自治振興区 会長 田村富夫

ポイント付与

特許許可局！？

県立広島大学庄原キャンパス

オリゼミ参加！！

4月20日(土）開催された県立広島大学

庄原キャンパスのオリエンテーションゼミに

て、薪割りと西城町のPRをしてきました！

木の駅プロジェクトと西城自治振興区、ま

た西城紫水高校の先生3名と共に参加し、

薪割りを通して、西城町のPRや大学生と

の交流を深めました！

薪割りを簡単にする学生や苦戦する学

生など様々でしたが、最後には笑顔で集

合写真を撮ることが出来ました。

今後も西城町の環境資源や賑わいを

守っていくためには若い力が必要となって

きます。

そのために今後も県立広島大学庄原

キャンパスとの連携事業を実施していきま

す！ 記：清水地域マネージャー

薪割をする大学生

木の駅プロジェクトの加藤さん

西城自治振興区から西城の紹介

木の駅プロジェクトのみなさん

地域マネージャー
活躍中

東京の会場にて、リモートで

西城の近況紹介をする田村会長と西城町観光協会の岡崎さん

東京・西城会総会 懇親会

4月13日（土）東京・西城会総会及び懇親会が

東京都「主婦会館プラザエフ」で開催されました。

木山市長、赤木議員が出席され、懇親会が盛り

上がる中、西城自治振興区とオンラインで繋がる

イベントがありました。リアルタイムで会話でき、用

意した蓮照寺のしだれ桜の映像を流すと、会場の

歓声も聞き取ることができました。

来館だ
けでも！

パソコン教室

5月24日（金）13：00～

6月14日（金）13：00～
都合により変更になることがあります

参加費：500円 講師：宮原賢治

自治会の行事・イベ

ントなどの写真と記事を西城自治振興区まで送っ

てください。西城まちづくり便で紹介します。

メールアドレス：saijyo.jichi@gmail.com

JR芸備線久しぶりの2両編成
4月10日（月）春の

青春18きっぷの最

終日、仁連原で2両

編成を見ることがで

きました。

西城自治振興センターにて

「なみかカード・ほろかカード」で

５ポイント付与されます。

１日１回限り

令和７（2025）年３月３１日まで

記事募集！
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玄関やトイレ

に花がある生

活は一味違った潤いがありますねー。教室

には現在10名の生徒が在籍しており、生花、

自由花、立華などの稽古と同時におしゃべ

りは欠かすことはなく楽しい時間を過ごして

います。
秋の町美展やウイル西城で鉄道コレクショ

ン展示会とのコラボ、また、西城紫水高校の

卒業式や入学式にはボランティアで生花を

プレゼントしています。興味のある方は是非

おいでください。お待ちしています。稽古日

は毎月第1・第3の金曜日です。

（都合により変更の時あり）

講師：池坊小笠原社中 小笠原フミエ

いけばな池坊教室

講師の小笠原フミエさん（左から二人目）と教室のみなさん

生涯学習自主運
営教室

4月7日（日）五日市公盛会自治会で年

度当初毎年実施する金屋子公園内と五
日市公盛会館の清掃作業を住民全員で

行いました。

この公園内にある金屋子神社は文政11
年（1828年）に造営されたと文献に記述

されています。清掃作業も約186年も継
続して行われています。
今日は日和よく桜も8分咲き、タニイソギ
も遅い満開となり甘い香りを届けてくれて

います。この場所は眼下に五日市の町

並みが一望できるところで、ほほをなで

穏やかで心地よい風が流れてきます。

五日市全体で104世帯あり、ほぼ全員
参加され和気あいあいと会話がはずみ、
今年度の清掃作業が終わりました。みな

さまご苦労様でした。
五日市公盛会自治会事務局樋口研二談

金屋子公園の清掃作業
五日市公

盛会

五日市公盛会のみなさん

金屋子公園から五日市の町並みが一望できます

金屋子神社 社殿の中も清掃タニイソギが満開
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蓮照寺のしだれ桜

4月14日(日)コロナ禍で中断していた花見を５年

ぶりに開催しました。

全政寺境内にテーブルとベンチで特設会場を準

備、全世帯数の2/3、29名の参加でした。お弁当

にビール、手作りの大鍋のおでん。中には車いす

で来られた方もおられ、「元気にしてた？調子はど

う？」など、久々の再会に、話に花が咲きました。

また、比婆牛が当たるビンゴゲームやカラオケで

大いに盛り上がり、コロナ禍で忘れかけていた地

域のつながりの大切さを改めて感じました。

明神町愛好会 会長 山田晃久談

５年ぶりに「花見」を開催 明神町愛好会
五町自治

会

全政寺境内 明神町愛好会のみなさん

愛善苑の下で「花見」

大佐自治
会

4月7日(日)大佐自治会で

花見を開催しました。

場所は愛善苑の下です。

総勢40人が集まりました。

非常に日和も良く、満開の

下で花見をしました。

大佐自治会のみなさん
羽ばたけ元気でかしこい

大佐村の子
愛善苑までののり面に咲き誇る桜

造幣局 花のまわりみちへ
4月10日（水）に八鳥ふれあいサロンで「春旅

造幣局広島支局 花のまわりみちへ」を行いま

した。25名が参加しました。

バスで造幣局広島支局に到着。満開の八重

桜が迎えてくれました。咲き誇る桜は豪華絢爛

で歓声があがりました。花見に来ていた園児た

ちに遭い、元気をもらいました。大判小判などを

見学し、バスで広島県立美術館と縮景園に移

動。縮景園では外国人観光客が多く、警備の方

に「日本人の団体さんは久しぶりです」と言われ

ました。昼食はあなご飯。原爆ドームによって西

城へ帰りました。天気もよく楽しい一日でした。

八鳥ふれあいサロン代表 滝本明人談

八鳥自治
会

造幣局の大判

縮景園原爆ドーム

八鳥ふれあいサロンのみなさん

満開の八重桜

花見の園児たち

入江ブッポウソウ同好会 ブッポウソウを保護するため令和2
（2020）年から巣箱を設置し、現在は5か
所になりました。
ブッポウソウは人里で巣を作る特性が
あります。払い下げの電柱を使用し、重
機で穴を掘り設置して巣箱を取付けてい
ます。巣箱にはしゅろの毛を下地にピー
トモスを敷き詰めています。5月に飛来し
営巣します。6月に巣箱からヒナが顔を
出すとほっとします。子育てでカラスを警
戒するので畑の作物の被害が減ります。
9月頃、東南アジアへ旅立っていきます。
春先には巣箱の清掃作業を行い飛来の
準備をおこないます。
これからも観察会を行い見守っていき
ます。 代表：別曽雅文談

巣箱から飛び立つブッポウソウ

巣箱の設置作業手作りの巣箱

巣箱の中は貝や

カタツムリの殻

入江自治
会


